
令和◯年◯月◯日（日）実施

Ａ

受験地番号

受験地番号は左づめに記入すること。

受験番号

K０２

文部科学省後援 書写技能審査　
令和◯年度第◯回

硬筆書写技能検定 ２級

硬 
試験問題

Ａ
日 程

〔試験時間〕

〔注意事項〕

〔試験の流れ〕

【受験地番号・受験番号記入欄】

〔マークシートの記入〕

分
「第１問速書き」1 分（黙読）+ ４分
「第２問以降」　85 分90

１．受験する級の問題冊子であるか確認してください。
２．試験監督の指示があるまで問題冊子を開かないでください。
３．問題内容に関する質問は一切受けつけません。
４．携帯電話等の電子機器は必ず電源を切り、絶対に使用しないでください。
５．不正行為をした場合は、答案は無効となります。
６．受験票と受験に必要な用具以外はすべてしまってください。
７．下敷きは無地のものを使用してください。
８．鉛筆で字を書いた上からなぞり書きはできません。二度書きやレタリングはできません。
９．修正液・修正テープ・消せるボールペンは使用できません。

 【受験地番号・受験番号の記入】
受験地番号・受験番号は、この表紙・
第１問解答用紙・第６問解答用紙・マー
クシート用紙の計４箇所に、受験票に
記載されている番号を正確に記入して
ください。
【準登録（片方合格）の手続き】
 準登録（片方合格）の方は、該当科目
を必ず白紙で提出し、理論免除の方は
マークシート用紙の「理論免除」欄を
マークして提出してください。

・ 第１問「速書き」は、１分間で筆記具
をもたずに黙読し、その後４分間で解
答します。解答には必ずボールペンを
使用してください。
・ 解答終了後は第１問解答用紙を提出し、
再開の指示があるまでは待機していて
ください。

・ マークシートの記入には必ずＢかＨＢ
の鉛筆を使用してください。受験地番
号・受験番号の記入に不備がある場合
無効となります。
・ マークシートの試験日程欄は、「Ａ」を
○で囲って提出してください。

［不許複製］
この試験問題の複製（コピー）を禁じます。また、この試験
問題およびその内容を当協会の許可なく他に伝える行為や、
漏えい（インターネット上に掲載することを含みます）する
ことを固く禁じます。

ホ
チ
キ
ス



実 技 問 題

文部科学省後援　書写技能審査
令和◯年度第◯回硬筆書写技能検定 試験問題

受験地番号

受験地番号は左づめに記入すること。

受験番号

K０２

　生まれて間もない赤ちゃんの手のひらに指を乗せると、大人顔負け
の強い力で手をぎゅっと握られる。この反応を「把握反応」といい、
霊長類が樹上生活を送っていたころの名残である。この把握反応は手
だけではなく足にも見られるが、生後２～３か月でだんだんと消えて
いく。

２級

硬 A
ホ
チ
キ
ス

第１問 つぎのわく
4 4

内の文を、所定時間内で下に書きなさい。
〈必ずボールペンを使用すること。〉定規やものさしは使用できま
せん。鉛筆で補助線や下書きをしてはいけない。所定時間　４分

硬筆書写技能検定　第１問解答用紙



3

楷
書

行
書

早
春
　
若
水
　
原
野
　
心
情
　
冬
空

早
春
　
若
水
　
原
野
　
心
情
　
冬
空

第
２
問
つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
五
つ
の
語
句
（
10
字
）
を
、
楷
書
と
行
書
で
左
に
書
き
な
さ
い
。

〈
つ
け
ペ
ン
・
万
年
筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
サ
イ
ン
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使
用
す
る
こ
と
。〉　

定
規
や
も
の
さ
し
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
鉛
筆
で
補
助
線
や
下
書
き
を
し
て
は
い
け
な
い
。



5

　
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
パ
リ
は
、
セ
ー
ヌ
川
の
中
洲
で
あ
る

シ
テ
島
か
ら
発
達
し
た
町
で
近
・
現
代
建
築
の
街
並
み
が

美
し
い
。

第
３
問
つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
文
を
、
左
に
書
き
な
さ
い
（
漢
字
は
行
書
で
書
く
こ
と
。
平
仮
名
は
連
綿
で
書
い
て
も
よ
い
）。

〈
つ
け
ペ
ン
・
万
年
筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
サ
イ
ン
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使
用
す
る
こ
と
。〉　

定
規
や
も
の
さ
し
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
鉛
筆
で
補
助
線
や
下
書
き
を
し
て
は
い
け
な
い
。



7

　ライシャワー（Ｒｅｉｓｃｈａｕｅｒ　１９１０年～９０
年）は、米国の東洋学者で知日家として、米政府の対日政策
に貢献した。１９６１年から５年間、駐日大使を務めた。

第４問

つぎのわく
4 4

内の文を、横書きで下に書きなさい（漢字は楷書で書くこと。
数字やローマ字は、仮名や漢字に似合うものであればよい。速書きをね
らうものではありません）。〈つけペン・万年筆またはボールペン・サイ
ンペンのいずれかを使用すること。〉定規やものさしは使用できません。
鉛筆で補助線や下書きをしてはいけない。



9

前
略
　
ご
新
居
落
成
の
由
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
念
願
の
マ

イ
ホ
ー
ム
で
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
の
お
喜
び
も
ひ
と
し
お
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。
お
祝
い
の
し
る
し
を
別
便
に
て
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
笑

納
く
だ
さ
い
。
先
ず
は
お
祝
い
ま
で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々

第５問

つぎのわく
4 4

内の文を、下のはがきに縦書きで体裁よく書きなさい。
〈つけペン・万年筆またはボールペン・サインペンのいずれかを使用す
ること。〉定規やものさしは使用できません。鉛筆で補助線や下書きを
してはいけない。
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初めてのハイキング

日　時　１月 31 日（日）

　　　　午前９時～午後３時

集　合　奥平駅前中央口

　　　　昼食を持参ください

ガイド　谷山　渉先生

主　催　川北ハイキング同好会

第６問

※　　　　の部分には、受験番号および点数の
　記入欄があります。

つぎのわく
4 4

内の掲示文を、別紙（第６問解答用紙）を縦長にして横書きで体裁
よく書きなさい。
〈必ず油性または顔料系のマーカーを使用すること。〉
鉛筆で下書きをしてはいけない。定規やものさしで書いた線は消して出すこと。



ホ
チ
キ
ス

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 第６問

点 点 点 点 点 点

令和○年度第○回硬筆書写技能検定　第６問解答用紙
受験地番号

受験地番号は左づめに記入すること。

受験番号

K０２ ２級
硬 A



第
７
問

つ
ぎ
に
示
し
た
楷
書
と
行
書
の
筆
順
の
う
ち
、
正
し
い
も
の
に
は
○
の
方
の
欄
を
、
よ
く
な
い
も
の
に
は
×
の
方
の
欄
を

塗
り
つ
ぶ
し
な
さ
い
。

１２３４５

６７８９10

12

理
論
問
題
〈
理
論
問
題
の
答
え
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。〉



①
潜　
　
②
潅　
　
③
浅　
　
④
添　

①
宣　
　
②
写　
　
③
実　
　
④
寮　

①
桜　
　
②
桃　
　
③
椿　
　
④
楼　

１２３４５

①
揖　
　
②
掲　
　
③
援　
　
④
摂　

①
飲　
　
②
余　
　
③
飾　
　
④
館　

①
吉　
　
②
喜　
　
③
含　
　
④
唇　

①
厳　
　
②
嶺　
　
③
峻　
　
④
獄　

①
魚　
　
②
烈　
　
③
兼　
　
④
焦　

１２３４５

①
貞　
　
②
員　
　
③
貧　
　
④
貸　

①
東　
　
②
景　
　
③
京　
　
④
亭　

13

第
８
問

 

つ
ぎ
の
漢
字
の
A
群
は
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
で
、B
群
は
書
写
体
で
す
。
こ
れ
ら
の
漢
字
に
つ
い
て
常
用
漢
字
の
字
体（
楷
書
）に
し
た
も
の
を
、

下
の
①
〜
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
塗
り
つ
ぶ
し
な
さ
い
。

Ａ 

Ｂ



理
論
問
題
〈
理
論
問
題
の
答
え
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。〉

第
９
問

第
９
問

AB

①
和
顔　
②
私
欲　
③
私
語　
④
和
歌

①
開
会　
②
閉
会　
③
門
弟　
④
開
館

①
問
題　
②
空
想　
③
実
態　
④
実
相

①
自
愛　
②
自
然　
③
夕
愁　
④
白
秋

①
今
年　
②
両
手　
③
平
手　
④
昨
年

４５４5

１ １２ ２３３

14

つ
ぎ
の
草
書
で
書
か
れ
た
漢
字
を
楷
書
に
し
た
も
の
は
ど
れ
か
、
下
の
①
〜
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

そ
の
番
号
を
塗
り
つ
ぶ
し
な
さ
い
。

つ
ぎ
の
平
仮
名
の
も
と
の
漢
字
を
、
下
の
①
〜
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
塗
り
つ
ぶ
し
な
さ
い
。

①
目　
②
奴　
③
芽　
④
女

①
毛　
②
家　
③
計　
④
気

めけ

①
衣　
②
恵　
③
元　
④
会

①
李　
②
利　
③
里　
④
吏

①
未　
②
美　
③
見　
④
身

えりみ



１２３

16

15 14

17

13

18

12 11

19

10

20

９ ８ ７ ６

５ ４ １

４

２

５

３

15

第
10
問

つ
ぎ
の
20
字
の
漢
字
に
つ
い
て
、
常
用
漢
字
の
字
体
か
ら
見
て
正
し
い
も
の
に
は
○
の
方
の
欄
を
、
よ
く
な
い
も
の
に
は
×
の
方
の
欄
を
、

塗
り
つ
ぶ
し
な
さ
い
。

つ
ぎ
の
漢
字
の
部
分
（
へ
ん
4

4

や
つ
く
り

4

4

4

な
ど
）
の
名
称
を
、
下
の
①
〜
④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
塗
り
つ
ぶ
し
な
さ
い
。

①
ろ
う
へ
ん

②
こ
ざ
と
へ
ん

③
お
お
ざ
と

④
ふ
し
づ
く
り

①
さ
ん
ず
い

②
す
ぎ
へ
ん

③
さ
ん
づ
く
り

④
よ
こ
さ
ん

①
ま
か
ん
む
り

②
が
ん
か
ん
む
り
③
ま
だ
れ

④
が
ん
だ
れ

①
き
づ
く
り

②
も
く
へ
ん

③
き
に
ょ
う

④
き
へ
ん

①
い
ち
ぎ
へ
ん

②
わ
づ
く
り

③
の
ぎ
へ
ん

④
わ
へ
ん

第
９
問
C


